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いま，東大生にきく

〔学生向けアンケートの集計結果〕

対象 東京大学教養学部の 1，2年生
有効回答数 43件
凡例 　

⓪選択肢 回答数［件］ 割合［%］ の順に表示している。

・欄外に，「その他」の詳細および回答者の自由なコメントを付記した。

問 1

40年前に，学生運動が大きな高まりを見せました。学生運動，全共闘運動に対してあ
なたが持っているイメージ，評価はどういったものですか。

①学生運動を行った当時の学生の姿勢は，大変評価できる 6 14%
②学生運動を行った当時の学生の姿勢は，やや評価できる 20 47%
③学生運動を行った当時の学生の姿勢は，あまり評価できない 13 30%
④学生運動を行った当時の学生の姿勢は，全く評価できない 3 7%

問 2

問 1で①あるいは②と回答した方に聞きます。どういった点で，学生運動に肯定的なイ
メージを持っているのでしょうか。（複数回答可）

①学生の側から，当時の社会や学生制度の矛盾に意見を発したから 17 40%
②学生が団結し，大きなエネルギーを持っていたと思うから 11 26%
③ベトナム戦争反対や，平和を求めていたから 3 7%
④お祭り騒ぎのような一種の楽しさを感じるから 5 12%
⑤学生たちが自分自身のあり方，生き方をまじめに考えていたから 6 14%
⑥その他 2 5%

・何はともあれ行動した。
・今の学生はあの形で爆発しないだろうから。



問 3

問 1で③あるいは④と回答した方に聞きます。どういった点で，学生運動に否定的なイ
メージを持っているのでしょうか。（複数回答可）

①活動そのものが暴力的であったから 10 23%
②大学の授業を妨げたから 4 9%
③一部の学生のしたことであり，全体の総意ではなかったから 8 19%
④東大生という特権意識に根ざしたものだったから 0 0%
⑤大学の施設，文化財を破壊したから 1 2%
⑥連合赤軍などの過激派が出現するきっかけとなったから 2 5%
⑦その他 3 7%

・お祭り騒ぎみたいだから
・お祭り騒ぎにすぎないのに，「大義」をはりつけ，自我を欺いたという印象がある
から。

・笑い要素がない。

問 4

今一番打ち込んでいることは何ですか。（複数回答可）

①部活動・サークル活動 18 42%
②アルバイト 7 16%
③趣味 11 26%
④資格のための勉強 4 9%
⑤大学における学業 21 49%
⑥恋愛 4 9%
⑦その他 8 19%

・ゼミと夢
・自分における勉強
・普通の人として生きること
・駒場祭
・いろいろなイベント・講演会に参加する

問 5

現在，東京大学に通っていて日々の生活の中で感じる不満や矛盾はありますか。

①全くない 14 33%
②ある 26 60%



・授業をもう少しおもしろくしてほしい
・授業のあり方がよくわからない
・カリキュラム的な（教養学部の是非について）
・教養が足りない
・大学のシステムが，様々な学び方に対応した柔軟さに欠けている。学生も linearな
ものの見方しか持てなくなっている。

・情報が，黙っていても自分が処理できる以上の量が入ってきており，自分が行動の
基準にする情報が不安定なために，自分も信念のようなものが持ちにくい。（した
がって，強い主張をしにくい）

・ 1日が 24時間しかないこと。
・勉強しなきゃと思うができない。
・履修とか。
・学費が高い。
・時間がない。
・進学振り分け制度によって，学生の学ぶモチベーションが低い。
・ 4学期が専門的すぎる。もはや教養学部じゃない。
・日々 Hard.
・あまり満足感がない
・学生が授業を「必要」としていない
・現実の政治問題に興味を持ってる人が少ない。（平和問題とか労働問題とか）
・いずれ自分に寿命が来ること。
・朝早すぎる。
・女子トイレ・更衣室が少ない。
・東大の環境を（自分も他の人も）活かしきれていないと感じます。

問 6

問 5で②と回答した方に聞きます。その不満や矛盾について，あなたならどのように対
処しますか。（複数回答可）

①不満は感じるが，我慢できる程度なので我慢する 10 23%
②不満を感じているので，自治会などへの参加を通して改革を目指している 0 0%
③ 40年前のような大きな学生運動の波があれば，そこで主張する 2 2%
④そもそも解決できるような不満，矛盾ではない 11 26%
⑤その他 3 7%

・まったり生きる。
・そういう問題があるんだってことを少しずつでも語っていくしかないと思う。しか
し，東大にはまじめに話のできる場が少ない。ゼミとか，ともすればコンパとか…。

・できる限り自分から動いて，環境を享受できるようにしたい。（人との交流の輪を
広げる etc.）
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